
































































































































は短く謎めいていながら雄弁である。たとえば la Sorgue au Pont des Cinq Eaux
の地名表記のある ₄ 枚目の絵葉書には断章 XXXVI の一部「さまざまな色の混
ざった水中には糞便の太陽が照っているので、そこにはもう誰も身を投げるこ























































































































トルに呼応している。それは、「山の頂上で（au sommet du mont︵₅₃︶）」や「モ



























る。しかしそれと同時に『群島をなす言葉』Parole en archipel と同様、一見分散
してまとまりがないように見えてつながっている言葉も想起させる。というのも、
アルピーユ山脈を背景にしたマルセル・マチューの写真には「アフォリズムの風
景の中のマルセル」（F₁）とあり、あたかも «aphoristique» が «en archipel» と並
んで断続的であるがつながっていることを意味するかのようにみえるからである。









































（ ₂ ） この経緯については、ジャン＝クロード・マチューが豊富な草稿を参照しなが
ら、分析している。Jean-Claude Mathieu, La Poésie de René Char ou le sel de la 
splendeur, Paris, José Corti, t. I: traversée du surréalisme, ₁₉₈₄, p.₂₅₃.
（ ₃ ） René Char, Œuvres complètes, Gallimard, «Bibliothèque de la Pléiade», nouvelle 
édition revue et augmentée, ₁₉₉₅, p.₁₃₆₀.（以下 OC と略す）
ルネ・シャールの作品の訳は、既訳を参考にしながらも原則として拙訳である。
（ ₄ ） Idem.
（ ₅ ） OC, p.₆₅.
（ ₆ ） OC, p.₆₈.
（ ₇ ） OC, p.₁₅₉.
（ ₈ ） OC, p.₁₆₂.
（ ₉ ） OC, p.₁₅₇.
（₁₀） OC, p.₁₃₆₁.





（₁₃） Victor Hugo, Œuvres complètes, édition chronologique publiée sous la direction 
de J. Massin, Club Français du Libre, ₁₉₇₂, t. XII, p.₁₀₈₄.
（₁₄） Victor Hugo, ibid., ₁₉₇₁, t. IV, p.₉₄₇.
（₁₅） OC, p.₆₉.
（₁₆） René Char, Dans l＇atelier du poète, éd. Marie-Claude Char, postface d＇Yves 
Battistini, Gallimard, «poésie», ₂₀₀₂, p.₂₃₉.





















だったことによる。Dans l＇atelier du poète, op. cit., p.₂₃₈.
（₂₅） René Char, Le Trousseau de «Moulin Premier», La table ronde, ₂₀₀₉.
（₂₆） 後に加筆され「機敏な歯」（『粉砕された詩』所収）となる。
（₂₇） Olivier Belin, «Char et la photographie: entre énigme et dévoilement», in Série 
Char n° ₃: Regard sur le monde de l＇art, sous la direction de Danièle Leclair et Patrick 


















（₄₂） René Char, sous la direction d＇Antoine Coron, catalogue de l＇exposition de la 









ている。Cf., Dictionnaire de René Char, sous la direction de Danièle Leclaire et 
Patrick Née, Classique Garnier, ₂₀₁₅, p.₄₆₅及び Danièle Leclair, op. cit, pp.₂₆₁-₂₆₂.
（₄₆） René Char, dir. Antoine Coron, catalogue de l＇exposition de la Bibliothèque 
nationale de France, op. cit., p.₁₂₀.
（₄₇） «Le Vipereau», OC, p.₃₆₈.
（₄₈） «Le Serpent», OC, p.₃₅₄.





Curel de la Sorgue» では、貧しいが気高いルイ・キュレルが称えられ、「ドゥ・ラ・
ソルグ」は、あたかも「貴族の性 patronyme nobiliaire」のように機能していると紹
介されている。Cf. René Char, dir. Antoine Coron, catalogue de l＇exposition de la 
Bibliothèque nationale de France, op. cit., p.₁₅₂.
（₅₀） OC, p.₂₆₄.
（₅₁） OC, p.₂₆₅.
（₅₂） Christine Dupouy, René Char, Belfond, ₁₉₈₇, p.₁₆₅.
（₅₃） 「ダンテル・ドゥ・モンミライユ」の引用は OC, pp.₄₁₃-₄₁₄から。
（₅₄） «Poésie-sur-Sorgue. Chez René Char avec Édith Mora», Les Nouvelles Littéraires, 
―   ――   ― 6564
ルネ・シャールの＜アフォリズムの詩＞について





Martin Heidegger, Questions IV, Paris, Gallimard, ₁₉₇₆, p.₂₀₂.
